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事業概要(位置図)
平成19年2月に九頭竜川水系河川整備計画の策定後、事業が実施されている。
治水に関する事業として、直近では、昭和53年に事業着手した日野川の五大引堤が平成25年5月に完成した。
また、現在では、低水路拡幅（九頭竜川の灯明寺地区、天池地区）、堤防の安全性の確保を実施している。
環境に関する事業として、三宅地区では水際環境保全・再生、森田地区では礫河原保全・再生の各事業を実施している。

堤防の安全性
の確保

堤防の安全性
の確保

深谷地区
・低水路拡幅

三郎丸地区
・低水路拡幅

下市地区
・引堤
・橋梁架替
・低水路拡幅

恐神地区
・築堤

片粕地区
・低水路拡幅

上合月地区
・低水路拡幅

灯明寺地区
・低水路拡幅

中藤新保地区
・低水路拡幅

天池地区
・低水路拡幅

中角地区
・引堤
・橋梁架替
・河床掘削
・低水路拡幅

朝宮地区
・低水路拡幅

久喜津地区
・低水路拡幅

森田地区
・自然再生事業
（砂礫河原保全・再生）

三宅地区
・自然再生事業
（水際環境保全・再生）

整備状況

黒色文字 ： 完了

赤色文字 ： 実施中

緑色文字 ： 未着手
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事業概要（日野川五大引堤）
日野川下流部５地区において川幅を拡げ、洪水時の水を流しやすくする引堤事業を実施することとし、昭和５３年に着手し、平成
２５年５月末に完成した。
この事業により、流下能力が向上し、深谷地点において4,300m3/sを流下可能となった。
例えば、昭和２８年９月洪水が発生した場合、事業実施区間だけでなく、その上流まで水位を計画高水位以下に低減可能となる。

不死鳥大橋

日光橋
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引堤事業実施区間（0.0k～5.5k）

右岸堤防高

左岸堤防高

引堤事業実施前の水位
引堤事業実施後の水位

計画高水位

【日野川における水位低減効果（S28.9洪水時）】 【日野川における水位低減効果（S28.9洪水時 3.8k地点）】
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事業概要（灯明寺・天池地区）
九頭竜川本川の日野川合流点の上流に位置する天池地区においては、計画高水流量（5,500m3/s）に対し、現況流下能力は
4,000m3/sと不足しているため、河道掘削と護岸工事を行い流下能力を確保する。
灯明寺地区においても計画高水流量（5,500m3/s）に対し、現況流下能力は4,800m3/sと不足しているため、河道掘削を行い流下能
力を確保する。

 

矢板護岸河道掘削

標準断面図 A－A断面

18.0k

19.0k

20.0k

灯明寺地区

天池地区
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事業概要（下野地区【堤防の安全性の確保】）
人口・資産が集積している福井市街地の浸水被害を防ぐため、治水安全度の向上が必要である。
当該地区（九頭竜川 L6.7k～7.8k）の現況流下能力は、スライドダウン堤防高による評価で計画高水流量（7,000m3/s）に対して
不足しているため、堤防断面の拡幅により、流下能力を向上させる。

7.8k

7.0k

6.7k

標準断面図

A－A断面

A
A

堤防拡築
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事業概要（自然再生事業）
○三宅地区（水際環境保全・再生）
九頭竜川下流域では、河岸侵食により浅場の消失が進み、貴重種のオオヒシクイの餌となるマコモ群落が減少している。
そこで、抽水植物群落が繁茂できる浅場の造成を行い、多様な生物の生息・生育基盤面積を拡大し、貴重種の保全を図る。
○森田地区（礫河原保全・再生）
砂州の冠水頻度や植生の撹乱頻度の低下による、土砂の堆積と樹林化により、従来の砂礫河原の環境が失われつつある。
そこで、増水時に流路となる箇所にみお筋を造成し、樹木伐採、砂州の一部切り下げを行い、砂礫河原面積拡大し、砂礫河原特有
の動植物の生息域拡大・貴重種の保全を図る。

三宅地区（水際環境保全・再生） 森田地区（礫河原保全・再生）

整備の考え方

整備後整備前

浅場造成工 標準断面図

マコモの生育地盤高であるTP-0.1m～TP+1.0mで設定し、
河岸勾配６％、生育幅15mを目安に、マコモの生育基盤
や魚類移動環境として、50㎝程度の水深を確保が必要な
ため、平水位TP+0.3mから水深1m以下（90㎝）となるよう
に断面形状を設定した。

直立化、浅場の減少によりマコモ
群落が減少し、その後ムクノキ等
が繁茂した。

浅場が維持され、マコモ群落が
一定規模まで回復した。

土砂を取り除きます

みお筋
造成

整備後整備前

左岸9.0k付近
平成21年5月

左岸9.0k付近
平成25年9月

21k付近(森田地区)
平成21年12月

21k付近(森田地区)
平成25年12月

土砂の堆積化と樹林化 砂州の切下げと、自然の営
力による砂礫河原再生
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九頭竜川水系

九頭竜川

九頭竜川鳴鹿大堰

日野川

福井県

九頭竜川ダム
真名川ダム

足羽川ダム

九頭竜川水系

九頭竜川

九頭竜川鳴鹿大堰

日野川

福井県

九頭竜川ダム
真名川ダム

足羽川ダム

位置図

・洪水調節：足羽川、日野川、九頭竜川の下流地域における洪水被害の軽減

ダムの目的

建設予定地

ダム等の諸元

・位置：福井県今立郡池田町小畑地先

○足羽川ダム
・高 さ：約９６ｍ
・貯留容量：約２８，７００千m3

・形 式：重力式コンクリートダム
○水海川導水路（部子川～水海川）
・区間距離 ：約 5km
・トンネル径 ：約 10m
○水海川分水工
・堰高 ：約 14m
・堰長 ：約122m
※整備計画期間内に整備する施設

洪水調節専用（流水型）ダムのイメージ

◆洪水時◆◆平常時◆

●足羽川ダムは、常時は水を貯めない「洪水調節専用（流水型）ダム」です。

・平常時は、
川の水をそのまま流します

・洪水時は、
一時的にダムに水を貯め、
洪水後、安全な量だけ下流
に流します

足羽川ダム建設予定地
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水海川導水路

割谷川
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川

足羽川分水工

割谷川分水工

水海川分水工

赤谷川分水工
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金見谷川

主
要
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山
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足羽川導水路

整備計画期間内に整備する施設

将来整備する施設

凡　　例

足羽川ダム

部子川

金見谷川

水海川導水路

水海川

足羽川

水海川分水工
足羽川導水路

整備計画期間内に整備する施設

将来整備する施設

凡　　　　例

足羽川分水工

割谷川分水工

赤谷川分水工

赤谷川導水路

割谷川

赤谷川

割谷川導水路

事業概要（足羽川ダム）
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平成17年度 九頭竜川水系河川基本方針策定
平成18年度 九頭竜川水系河川整備計画策定

調査
設計

道路
本体
導水
トンネル

工 事
用地補償

補償基準
の妥結

（H25.3.27)

用地交渉
用地取得

環境アセスメント

（H25.2.27完了）

工事用道路

転流工

堤体
基礎掘削

堤体打設

付替道路

導水
トンネル
など

完成

試験湛水

環境
モニタ
リング

H26

H18

工事着手から完成
まで約13年を予定

事業概要（事業進捗状況）
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事業概要（環境アセスメント）
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事業概要（用地補償）

補償基準
の妥結後、
説明会、
個別交渉
を実施し、
Ｈ２５．８月
に第１号と
なる契約を
結びました。
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2号橋

1号橋

4号橋

6号橋

7号
橋 8号橋

9号橋
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13
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4
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11号
橋

15
号
橋

16
号
橋

18
号
橋

19
号
橋

20
号
橋

21
号
橋

町道広瀬千代谷線

導水路トンネル

ダム堤体

町道下荒谷線

工事用道路 工事用道路

工事用道路

県道松ヶ谷・宝慶寺大野線

用地取得等の状況を踏まえつつ今年度内の
付替道路、工事用道路の工事契約を予定
（平成25年12月20日に工事公告済み）

事業概要（付替県道等の整備）
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